
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 1203 

令和５年度 福祉科 

 

教科 福祉 科目 
コミュニケーシ

ョン技術 

単位

数 
2・4単位 年次 2・3年次 

使用教科書 「コミュニケーション技術」（実教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・グループワークを行い、コミュニケーションに関する基礎的な知識と技術を習得します。 

・コミュニケーションに関する基礎的な知識と技術を習得し、それらを活用する能力と態度を身

につけます。 

・高齢者や障がいのある人、認知症の人、その家族などとのコミュニケーション方法を考え、  

それらを活用できるように取り組みましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、対人援助や

福祉実践の場での人間関係の構築に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（１）対人援助について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付けるように

する。 

（２）対人援助の展開に関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠

に基づいて創造的に解決する力を養う。 

（３）健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、適切な対人援助に主体的かつ協働的に取

り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 

c:主体的に学習に取り組む

態度 

観
点
の
趣
旨 

・高齢者や障がい者に対し

て介護に関する基礎的・

基本的なコミュニケーシ

ョンの知識を身につけ、

コミュニケーションの意

義や役割を理解してい

る。 

・高齢者や障がい者に対す

る基礎的・基本的なコミ

ュニケーションの技能を

身につけている。 

・サービス利用者・家族と適

切な人間関係を形成する

ためのコミュニケーショ

ンの基礎について思考を

深め、基礎的な知識と技術

を基に、福祉に携わる者と

して適切に判断し、表現す

る創造的な能力を身に付

けている。 

・自己のコミュニケーション

の在り方について関心を

もち、よりよいコミュニケ

ーション能力の向上をめ

ざして意欲的に取り組む。 

・介助者として高齢者や障が

い者に対して、より良いコ

ミュニケーションとは何

かを考え、実践しようとし

ている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

※令和４年度以降入学生用 

４ 学習の活動 

ス
テ
ー
ジ 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1 福

祉

実

践

に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン 

ア コミュニケーションの意

義と役割 

・サービス利用者の自己表

現としてのコミュニケーシ

ョンの理解を深める。 

・サービス利用者との信頼

関係や人間関係の構築

に向けて必要とされるコミ

ュニケーションについて

学ぶ。 

 

イ コミュニケーションの基

本技術 

・事例や演習を通してコミ

ュニケーションの基本技

術を理解する。 

・目線、表情、言葉の語

調、身だしなみ、適切な

距離などに留意し、サー

ビス利用者の感情表出の

察し方、納得と同意の得

方、質問の仕方、意欲の

引き出し方などを学ぶ。 

a:コミュニケーションに関する

基礎的な内容について思考を深

め、その基礎的な知識と技術を基

に適切に判断し、適切に表現して

いる。 

・言語的・非言語的コミュニケー

ションなど基礎的な技法を通し

て意義や役割について思考を深

め、適切に表現している。 

b:コミュニケーションについて

関心をもち、人間関係の形成につ

いて理解を深めようとしている。 

・言語的・非言語的コミュニケー

ションなど基本技術の意義や役

割について関心をもとうとして

いる。 

・コミュニケーションに関する

基礎的な技術を身につけるとと

もに、様々な資料や情報を収集

し、適切に選択して活用してい

る。 

c:コミュニケーションに関する

基礎的な知識を身につけ、コミュ

ニケーションの意義や役割を理

解して行動することができる。 

・言語的・非言語的コミュニケー

ションなどの基礎的な知識と技

法を身につけ、コミュニケーショ

ンの基礎について理解して行動

することができる。 

教科書・

プリント

による学

習への

取り組み 

・実習後

のレポ

ート課

題、 

・調べ学

習による

レポート

課題 

 

実習で

の態度

や取り組

み姿勢 



 

※令和４年度以降入学生用 

２ サ
ー
ビ
ス
利
用
者
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ア サービス利用者や家族と

のコミュニケーション 

・感覚機能、運動機能及び認

知・知覚機能の低下している

人などのコミュニケーション

技法について、障害の特性

に応じたコミュニケーション

の基本技術とその必要性に

ついて学ぶ。 

イ サービス利用者や家族と

の関係づくり 

・サービス利用者・家族との関

係づくりや家族への支援に

ついて、信頼関係の形成過

程やサービス利用者と家族

との調整や相談、助言・指導

などについて、サービス利用

者や家族との面接などの具

体的な場面や事例・演習を

通して適切なコミュニケーシ

ョン方法を学ぶ。 

 

 

a:サービス利用者や家族と課題

の解決をめざし、その技術や知識

を適切に判断し、その過程や結果

について理解している。 

B:サービス利用者や家族に関す

るコミュニケーションの様々な

課題に関心をもち、コミュニケー

ション方法の工夫について探究

しようとしている。 

・サービス利用者や家族との課

題に対応する基礎的･基本的な技

法に関する資料や情報を収集し、

適切に選択して活用している。 

c:サービス利用者・家族とのコミ

ュニケーションに関する基礎的・

基本的知識と技術を身につけ、コ

ミュニケーション方法を理解し

て行動することができる。 

教科書・

プリントに

よる学習

への取り

組み 

・実習後

のレポー

ト課題、 

・調べ学

習による

レポート

課題 

実習での

態度や取

り組み姿

勢 



 

※令和４年度以降入学生用 

３ 福
祉
実
践
に
お
け
る
チ
ー
ム
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

ア 記録による情報の共有化 

・福祉実践の場における記録

の意義や目的、記録の種

類、記録の管理、記録の活

用と留意点や報告の方法に

ついて理解するとともに、記

録に関する情報機器の活用

や方法について学ぶ。 

イ チームによる連携 

・保健・医療・福祉などの多職

種との連携におけるコミュニ

ケーションについて理解する

とともに、介護を行うチームと

しての情報の共有化の意義

や具体的な方法や情報の管

理などについて学ぶ。 

a:介護におけるチームのコミュ

ニケーションに必要な記録の方

法を理解し、情報の共有化・会議

の方法について理解している。 

・スーパービジョンの必要性を

理解し、その方法について理解し

ている。 

b:介護におけるチームのコミュ

ニケーションについて関心をも

ち、記録の重要性、情報の共有化・

会議の方法について理解を深め

ようとしている。 

・スーパービジョンについて関

心をもち、理解を深めようとして

いる。 

・介護におけるチームのコミュ

ニケーションに必要な記録の重

要性について理解し、情報の共有

化・会議の運営のために適切に判

断し活用している。 

c:介護における記録について理

解し、情報を共有化し会議を運営

することで、チームにおけるコミ

ュニケーションが深まることを

理解して行動することができる。 

教科書・

プリントに

よる学習

への取り

組み 

・実習後

のレポー

ト課題 

・調べ学

習による

レポート

課題 

実習での

態度や取

り組み姿

勢 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         


